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1 はじめに 

1.1 このマニュアルについて 
このマニュアルは、Nero SecurDisc Viewer での作業方法を知りたいと思う、すべてのユー

ザーに向けた構成になっています。内容はプロセスベースになっており、特定の目的を達成

する方法を、手順ごとに説明してあります。 

このマニュアルを効果的に活用するために、以下の表記ルールに注意してください。 

 必ず守っていただきたい、警告、前提条件、または指示を示します。 

 補足的な情報や、注意メッセージを示します。 

1. 最初に、… 
行頭の番号は、必要な操作を示します。 番号順に、操作を実行してく

ださい。 

 途中結果を示します。 

 結果を示します。 

OK 
プログラムインターフェースに表示される、テキストの一部またはボ

タンを示します。 これらは、太字で表記されます。 

「」を参照してく

ださい。 

他章への参照を示します。 リンクと同様に動作し、下線付きの赤色文

字で表記されます。 

[…] コマンドを入力するための、キーボードショートカットを表します。 
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1.2 Nero SecurDisc Viewer について 
Nero SecurDisc Viewer は、SecurDisc テクノロジプラットフォームの一部であるスタンド

アロンアプリケーションです。SecurDisc とは、特殊な保護機能を備えたディスクを作成す

ることができるテクノロジです。専用のハードウェアは必要ありません。 

Nero SecurDisc Viewer は www.securdisc.net または www.nero.com から無料でダウンロー

ドできます。また、Nero Burning ROM または Nero Express で書き込まれる SecurDisc デ

ィスクにも自動的に取り込まれます。 

Nero 製品で［SecurDisc］編集タイプを設定して作成したディスクは、データの整合性と再

構築性を備えています。さらに、SecurDisc ディスク上のデータは、パスワードを使用する

ことで不正なアクセスから保護することができます。データをデジタル署名することもでき

ます。では、保護されたデータをハードドライブにコピーしたり、データの安全性をチェッ

クしたりできます。 
 

 
SecurDisc テクノロジについて詳しくは、www.securdisc.net を参照してくださ

い。 

 

http://www.securdisc.net/�
http://www.nero.com/�
http://www.securdisc.net/�
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2 Nero SecurDisc Viewer を起動する 
Nero SecurDisc Viewer または Nero Burning ROM を使って書き込まれた SecurDisc ディス

クには Nero Express が自動的に取り込まれています。SecurDisc ディスクをドライブに挿

入すると、Nero SecurDisc Viewer が自動的に開きます。 

Nero SecurDisc Viewer は[NeroSecurDiscViewer.exe]ファイルをダブルクリックして開くこ

ともできます。このファイルは SecurDisc ディスク上で見つけることができます。また、 

www.securdisc.net または www.nero.com からダウンロードすることもできます。 

 
メイン画面 

http://www.securdisc.net/�
http://www.nero.com/�
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3 データをハードドライブにコピーする 
Nero SecurDisc Viewer を使用して、SecurDisc ディスクからハードドライブへファイルを

コピーできます。それらのファイルが不正アクセスから保護されている場合には、ここでパ

スワードを挿入できます。 

これを実行する手順は、次のとおりです。 

 1. ハードドライブにコピーするファイルのチェックボックスを選択します。 

 2. ［保存］ボタンをクリックします。 

 SecurDisc ディスクのデータがパスワードで保護されている場合は、［パスワー 

ド保護］ウィンドウが表示されます。 

 
 

 3. テキストボックスにパスワードを入力し、［適用］ボタンをクリックします。 

 エクスプローラーウィンドウが表示されます。 

 4. 必要なフォルダを選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 ［データのコピー］ウィンドウが表示され、ファイルがコピーされます。進行状況はス 
テータスバーと表示されるメッセージで確認できます。コピー処理が完了すると、その

ことを知らせるメッセージがすぐに表示されます。 

  選択したファイルが選択したフォルダにコピーされます。 
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4 データの整合性をチェックする 
Nero SecurDisc Viewer は、チェックサム機能を使った SecurDisc ディスクのデータ整合性

チェックに使用することができます。データ整合性チェックでは、ディスク劣化によりディ

スク上のデータを別のディスクにバックアップする必要が生じた場合に警告します。 

これを実行する手順は、次のとおりです。 

 1. [整合性]ボタンをクリックします。 

 [ファイル整合性チェック]ウィンドウが表示され、整合性チェックが実行されます。 

ステータスバーと表示されるメッセージで進捗状況を確認できます。 

  整合性チェックが完了するとすぐに、チェックの結果について通知するメッセー 

ジが表示されます。 
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5 署名をチェックする 
Nero SecurDisc Viewer を使って、SecurDisc ディスクがデジタル署名されている場合に、

その信頼性を検証することができます。これを行うためには、SecurDisc ディスクと共に配

布された公開鍵が必要です。公開鍵をチェックすることで、Nero SecurDisc Viewer を使っ

て、データが信頼できるもので、改ざんされていないことを確認できます。 

これを実行する手順は、次のとおりです。 

 1. [署名]ボタンをクリックします。 

 エクスプローラーウィンドウが表示されます。 

 2. SecurDisc ディスクの署名に使われた公開鍵（*.bpk）を選択します。 
 

 
公開鍵 

SecurDisc ディスクの作成者はディスク用の公開鍵を作成または選択します。 
この鍵はディスクの作成者によって配布されます。 

 

 3. ［OK］ボタンをクリックします。 

 エクスプローラーウィンドウが閉じ、[チェック]ウィンドウが表示されます。 

 署名がチェックされます。ステータスバーと表示されるメッセージで進捗状況を確認で 

きます。 

  コピー処理が完了するとすぐに、チェックの結果について通知するメッセージが 

表示されます。 
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6 技術的な情報 

6.1 オペレーティングシステム 
 

  Windows 2000 

  Windows 2003 

  Windows XP 

  Windows Vista 32 ビット 
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7 お問い合わせ 
Nero SecurDisc Viewer は、Nero AG の製品です。 

 

 

 

 

 

Nero AG 

Im Stoeckmaedle 18 インターネット:  www.nero.com 

76307 Karlsbad サポート:  http://support.nero.com 

ドイツ Fax:  +49 724 892 8499 

  

 

Nero Inc. 

330 N Brand Blvd Suite 800 インターネット:  www.nero.com 

Glendale, CA 91203-2335 サポート:  http://support.nero.com 

アメリカ Fax:  (818) 956 7094 

 メール:  US-CustomerSupport@nero.com 

  

 

Nero KK 

都築区中川中央 1-2-

2 ローバーセンター北 8F 
インターネット:  www.nero.com 

神奈川県横浜市 サポート:  http://support.nero.com 

日本 224-0003   

  

Copyright © 2010 Nero AG and its licensors.All rights reserved. 

http://www.nero.com/�
http://support.nero.com/�
http://www.nero.com/�
http://support.nero.com/�
mailto:US-CustomerSupport@nero.com�
http://www.nero.com/�
http://support.nero.com/�
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